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第 42話　エンドトキシンの糖鎖

エンドトキシン、すなわちリポ多糖

（LPS）は、リピドAと呼ばれる脂質部

分と、コア糖鎖・O抗原多糖からなる

糖鎖部分で構成されています。リムル

ス試験に関わる方々は、リムルス試薬

の活性化をはじめとしたエンドトキシ

ンの生物活性の多くを担うリピドAに

興味を持たれることが多いと思います。

エンドトキシンの糖鎖の部分について

は、いかがでしょう。著者自身もどちら

かというとリピドAの方に興味を持っ

てきました。実際 Talking of LALで

も、第 26話でO抗原多糖を取り上げ

た以外は、エンドトキシンの糖鎖にあ

まり触れていません。今回は、エンドト

キシンの糖鎖部分について、少し考え

てみたいと思います。

大腸菌の中にも、丸くなめらかなコ

ロニーを形成する菌株と周辺がギザ

ギザのコロニーを形成する菌株が認

められます。これらはS型菌、R型菌と

呼ばれており、O抗原多糖を持った菌

株はS型、O抗原多糖を欠いた菌株は

R型を示すと言われています。R型菌

の LPSは糖鎖が短いため、疎水性が

高くなり精製方法や物理化学的な性質

がS型菌のLPSと異なることが知られ

ています 1）。

コア糖鎖の部分は、比較的菌種間

で共通の構造が認められる部分です。

特に腸内細菌では共通部分がよく保

存されており、サルモネラではすべて

の血清型のコア糖鎖は同一だそうで

す 2）。しかし、種々の細菌のコア糖鎖を

比較すると多くのバリエーションが認

められます。例えば、コア糖鎖に特徴

の一つと考えられるKdo（3-deoxy-D-

manno-2-octulosonic acid）が Vibrio

属 で はりん 酸 化され ていたり、

Acinetobacter calcoaceticusで Kdo

の代わりに KO（D-glycero-D-talo-2-

octulosonic acid）が見つかったりして

います。このような違いは、LPSの分

解性などに影響を及ぼすことがわかっ

ています 3）。

細菌の糖鎖の中には、病原性に強く

関わっているものがあります。

Neisseria gonorrhoeae（淋菌）や

N. meningitis（髄膜炎菌）は O抗原を

持たないR型菌です。これらの菌のコ

ア糖鎖は、ヒト赤血球上の

糖脂質と同一の構造を持っ

ており、菌が宿主から異物

としての認識を受けないよ

うにする働きがあります 2）。

同 様 の 糖 鎖 が Haemo-

philus influenzae（インフル

エンザ菌）でも認められて

います。これらの菌は、宿主

の抗原と同じ抗原を持つと

いう戦略で、細胞内寄生を

可能にしていると考えられ

ます。

神経や筋肉の麻痺を引き

起こすギラン・バレー症候

群やフィッシャー症候群も、

Campyrobacter jejuniのコア糖鎖が

深く関わっている病気です 4）。この菌

の中には、動物神経細胞のガングリオ

シドと同じ構造を持つものがあります。

「そのような菌が感染することによっ

て、宿主の生体防御系が抗ガングリオ

シド抗体を作ってしまい、感染菌のみ

ならず宿主自身の神経細胞にも傷害

を与えてしまう」というシナリオは、単

純ながらなかなか恐ろしいと思うので

すがいかがでしょう。

エンドトキシンの活性を考えるとき、

発熱性やサイトカインの誘導といった

華 し々い生物活性を担うリピドAと共

に、抗原性などで動物に大きな影響を

与えている糖鎖部分の作用も重要と

考えられます。糖鎖部分の難しさは，

リピドAのように種々の菌で（強さに違

いはあるものの）同様の生物活性を

持っているのではなく、個々の菌で作

用が異なる点ではないでしょうか。分

析技術の進歩によって、菌株ごとの

LPSの構造がどんどん明らかになって

くるものと思われます。今後、私たち

は「エンドトキシン」の個性にも目を向

ける必要があるのかもしれません。
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次回は「第 43話　LAL の特異性を

もう一度」の予定です。


